
●日 時 
  平成28年3月5日(土)   

  13:30～16:00 

●場 所 
  ソフトピアジャパンセンター１F 
    セミナーホール 

お申込み・お問い合わせ  
〒500-8570 岐阜市薮田南2-1-1 岐阜県林政部恵みの森づくり推進課 
TEL:058-272-8472  FAX:058-278-2702  E-mail:c11513@pref.gifu.lg.jp 

詳しい内容については裏面をご覧ください 

～「清流の国ぎふ森林・環境税」を活用した、 
   県内各地の様々な取組みを紹介します ～ 

◎その他、地域団体による取組みも紹介します。 

『森のユニバーサルデザインフィールド化へ向けての試行的取組み』 

『生物多様性の保全・復元を目的とした地域住民による里川管理』 

『竹林の間伐と放置竹林を無くすための啓発活動』 

『まちづくり協議会による、未来に繋ぐ自然体験学習の里づくり』 

事例発表 
 『希少種イタセンパラの 
   野生復帰を目指して』 

特別講演 

 『かしも明治座 
   歴史と地域をつなぐ 
      平成の大改修』 



第4回緑豊かな清流の国ぎふづくり県民フォーラム（3月5日開催） 参加申込書 
氏 名 

お住まいの市町村名 

連絡可能な電話番号 
またはメールアドレス 

                  

備 考 
お二人以上の参加の場合、 

参加される方の氏名を記入願います。 

 
 
 

※お申込みいただいた方には、上記連絡先へ申込確定の御連絡を差し上げます（お二人以上の申込の場合、代表者のみ）。 
※お申込みいただきました個人情報は、当フォーラムの運営管理の目的にのみ使用し、承諾なく第三者に公開することはありません。  

＜申込方法＞  
 参加申込書または下記の項目を岐阜県庁恵みの森づくり推進課あてにお送りください。 
【電話】058-272-8472 【FAX】058-278-2702 【メール】 c11513@pref.gifu.lg.jp  
【郵送】〒500-8570 岐阜県庁恵みの森づくり推進課あて 

参加申込締切  ３月１日（火） 

時 刻 内    容 
        
    

 

 

■開 場 
■開 会 
  
■森林・環境税活用事例の紹介（特別講演） 
 ○『かしも明治座 歴史と地域をつなぐ平成の大改修』  

    発表者：中津川市加子母総合事務所 所長 内木 哲朗 氏 
      

 

 

  
■森林・環境税活用事例の紹介（県事業） 
  ○『希少種イタセンパラの野生復帰を目指して』  

    発表者：岐阜県水産研究所 部長研究員兼生態環境部長 各務 博人 氏 
 
 
 
 
 

■休 憩 
 

■森林・環境税活用事例の紹介（地域の取組み） 
  ○『森のユニバーサルデザインフィールド化へ向けての試行的取組み』  

    発表者：ＮＰＯ法人 森のなりわい研究所 代表理事 伊藤 栄一 氏 

 

  

 ○『生物多様性の保全・復元を目的とした地域住民による里川管理』  

    発表者：東海タナゴ研究会 代表 北島 淳也 氏 
 

 

  

 ○『竹林の間伐と放置竹林を無くすための啓発活動』  

    発表者：ＮＰＯ法人 竹林救援隊 事務局長 潮井 聡志 氏 

 

  

 ○『まちづくり協議会による、未来に繋ぐ自然体験学習の里づくり』  

    発表者：府中地区まちづくり協議会（垂井町） 会長 早瀬 正敏 氏 
 
 
 
 ■閉 会 

＜プログラム＞ 

13:00 

13:30 

13:35-14:05 

14:05-14:35 

14:35-14:45 

 まちづくり協議会が主体となり、金地川周辺を自然体験学習の場として整備するとともに、地域の宝である子ども
たちの成長段階における自然との関わりの必要性を鑑み、水質や生物に関する学習会を開催しています。 

 これまでに各務原市内の放置竹林（45ヶ所、約15ha）を間伐整理するとともに、竹を資源として有効活用すること
により、美しい竹林のミニパークを市民が利用し、癒され、竹林ひいては里山の大切さを知るきっかけにしています。 

 自然に関心のある学生や若い研究者等が、農業関係団体、行政、小学校、地域住民と連携し、絶滅危惧種であ
る淡水魚「ウシモツゴ」等の復元放流や、ため池の池干しによる環境改善と外来生物駆除の実施など身近な生物
多様性保全活動を実施しています。 

  森林活動フィールドにおけるユニバーサルデザインに向けた現況調査や情報発信のほか、フィールド対応型 
車いすメーカーとの協働による、簡便な車いすトレイルルートの施工法確立に向けた実験を行っています。 

 イタセンパラは、ごく近い将来において、絶滅の危険性が極めて高い種であり、この地域では木曽川の一部で
確認されていますが、分布域が縮小傾向にあり個体数も多くないことに加え、魚食性の外来種の侵入により野生
絶滅が危惧されています。岐阜県水産研究所では、野外池を整備し、産卵母貝を含めたイタセンパラの総合的な
飼育繁殖技術の確立に取組み、健全な個体の維持保存を目指しています。 

 明治27年に、旧加子母村の村民が一丸となって建設した芝居小屋「明治座」は、加子母地域の風土や歴史とと
もに歩み、大切に受け継がれ、昭和47年には県指定の重要有形民俗文化財に指定されています。今回、老朽化

による柱の沈下や雨漏りを改善するため、文化的・意匠的価値を損なわない耐震補強と、創建当時の板葺屋根
を復元する大改修に取り組みました。 

14:45-16:00 

先着200名（先着順）参加無料 


